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（平成18年11月末）甲斐市の人口　74,298人（－9）

住民基本台帳人口72,880人（－19） 男性36,429人（－11） 女性36,451人（－8）
世帯数27,729世帯（－6） 外国人登録人口1,418人（＋10） （ ）内は前月比
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対応する携帯で読み取
ると甲斐市の携帯ホー
ムページを表示します。

QRコード

今月から県が発表する確
定数値を掲載します。

あけぼの
「竜王十景」の10作品の中のひとつ。
作者は甲斐市内に在住の山田耕三。
【甲斐市役所竜王庁舎】左ページタイ
トルバックの竜王図書館前のモニュメ
ントも山田さんの作品。

カルカッソンヌ
中村静子【双葉ふれあい文化館】

冬景色
祢津里江【双葉ふれあい文化館】

■表紙写真の中の亥の木目込み人形は望
月初子さん（万才）の作品です。
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甲斐市内には、民間の美術館やギャラリ
ーがいくつかあります。また、すぐ近くに
ある芸術の森の中には県立美術館や文学館
もあり、芸術作品に触れることができます。
しかし、もっと気軽に美術作品に触れる

ことができる場所があります。それは市内
の公共施設です。あまり気が付きませんが、
市役所や文化施設の各所に芸術作品がたく
さん展示されています。
絵画、彫刻、書などであり、有名な作家

のもののほか市民のみなさんのさまざまな
作品が展示されています。
公共施設なので、設置されている場所が

利用されていない場合は、開館時間内であ
れば気軽に見ることができます。
ここにいくつかの作品を紹介します。そ

のほかたくさんの作品が展示してあります
ので、一度訪ねてみてはいかがでしょう。

黄山松　図
双葉ふれあい文化館がオープンし
た時にエントランス右壁面に飾ら
れた水墨画。王子江作。【双葉ふ
れあい文化館】

敷島総合文化会館内に４体の
ブロンズ像があります。すべ
て作者は神山一。
千松橋の中央に２体あるもの
も同じ作者の作品です。（下
写真）

五
味
泰
平
作
品
集

【
双
葉
図
書
館
】

River Landscape with Cow
19世紀英国の風景画家Henry H Parker（1858～1930）の作品。
伝統的な英国風景画の技法を忠実に伝承し、特に河辺の風景を描
くことに専念した。【竜王図書館】

星のフェスティバル
敷島総合文化会館ロビー左壁面に大きく飾
られている陶壁画。高部多恵子作。
【敷島総合文化会館】

躍【敷島総合文化会館】 夢薫る【敷島総合文化会館】







◆
投
票
で
き
る
人

山
梨
県
内
の
市
町
村
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

名
簿
に
は
、
満
20
歳
以
上
の
日
本
国

民
で
、
県
内
の
同
一
市
町
村
内
に
３
か

月
以
上
続
け
て
住
所
の
あ
る
人
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
本
市
で
投
票
で
き
る
人

の
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
住
所
要
件
】

登
録
基
準
日
の
平
成
19
年
１
月
３
日

現
在
で
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
本
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

つ
ま
り
、
平
成
18
年
10
月
２
日
以
前

に
転
入
な
ど
の
届
け
出
が
し
て
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
年
齢
要
件
】

投
票
日
ま
で
に
満
20
歳
以
上
に
な
れ

ば
投
票
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
昭
和
62
年
１
月
22
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

◆
投
票
所
整
理
券

投
票
所
整
理
券
は
、
は
が
き
で
１
人

に
１
枚
ず
つ
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
投

票
の
際
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紛
失
し
た
人
、
届
い
て
い
な

い
人
で
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
本
人
確
認
の

た
め
免
許
証
等
の
提
示
や
生
年
月
日
等

を
訪
ね
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
山
梨
県
知
事
選
挙
は
１
月
４

日
が
告
示
日
と
な
り
、
整
理
券
の
郵

送
が
年
賀
状
の
時
期
と
重
な
り
ま

す
。
郵
便
局
と
協
議
し
た
結
果
、
誤

配
や
年
賀
状
と
の
混
同
を
避
け
る
た

め
、
概
ね
１
月
７
日
頃
か
ら
11
日
頃

ま
で
を
目
安
に
整
理
券
を
郵
送
し
ま

す
。
期
日
前
投
票
は
１
月
５
日
か
ら

行
わ
れ
ま
す
が
、
整
理
券
が
な
く
て

も
投
票
で
き
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
整
理
券
が
届
い
た
ら
、

年
賀
状
等
と
混
同
し
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
所

市
内
に
投
票
所
は
21
か
所
あ
り
ま

す
。
投
票
所
整
理
券
に
書
い
て
あ
る
投

票
所
名
と
次
ペ
ー
ジ
の
地
図
を
よ
く
確

か
め
て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
第
14
・
15
・
16
投
票
所
は
、

投
票
時
間
が
午
後
７
時
ま
で
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
点
字
投
票
・
代
理
投
票

投
票
所
に
は
点
字
投
票
用
紙
と
点
字

器
具
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
目
が
不
自

由
で
点
字
の
で
き
る
人
に
は
、
遠
慮
な

く
申
し
出
る
よ
う
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
体
が
不
自
由
な
人
や
目
が
不

自
由
な
人
な
ど
自
分
で
投
票
用
紙
に
候

補
者
の
氏
名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
の
た
め
に
、
代
理
投
票
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票

投
票
日
に
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
等
何

ら
か
の
用
務
で
投
票
区
の
区
域
外
に
い

て
投
票
所
に
行
け
な
い
人
、
あ
る
い
は

仕
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
が
あ
る

人
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
期
間

１
月
５
日（
金
）〜
20
日（
土
）

●
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
場
所

市
役
所
竜
王
庁
舎
３
階
庁
議

室敷
島
総
合
文
化
会
館
２
階
多

目
的
室

双
葉
歴
史
民
俗
資
料
館
（
双

葉
庁
舎
東
隣
）

※
期
日
前
投
票
は
、
３
施
設
ど
こ
で
も

投
票
で
き
ま
す
。

す
で
に
投
票
所
整
理
券（
は
が
き
）が

届
い
て
い
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
不
在
者
投
票

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
、
そ
の
施
設

が
不
在
者
投
票
施
設
に
認
定
さ
れ
て
い

れ
ば
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
選
挙
公
報

今
回
の
選
挙
で
は
、
選
挙
公
報
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
選
挙
期
日
の
２
日
前
ま

で
に
新
聞
折
り
込
み
で
配
布
さ
れ
ま
す

の
で
、
届
か
な
い
人
は
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
各
庁
舎
、
公
民
館
等
公
共
施

設
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

6

12
月
号
で
は
病
院
や

滞
在
地
で
の
不
在
者
投

票
制
度
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今

月
は
投
票
所
整
理
券
に

つ
い
て
の
お
話
し
と
お

願
い
で
す
。

投
票
所
整
理
券

投
票
を
す
る
た
め
に

は
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
事
が
必
要

で
す
。
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、
選
挙
が
あ
る

時
は
こ
の
名
簿
に
載
っ

て
い
て
、
投
票
で
き
る
す
べ
て
の
人

に
投
票
所
整
理
券
（
は
が
き
）
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。
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本妙寺 

とん平 

和食吉野 

竜王寿し 

中央 
保育園 

オスカー 

竜王中学校 

至榎 

小田切自工 

青葉幼稚園 

山県神社 

県緑化センター 

いこいの広場 

国
道
20
号 

第1投票所 竜王中学校屋内運動場

上篠原区・古村区・新居区対象
地区

竜王北 
小学校 至慈照寺 

至竜王駅 

ホンダクリオ山梨 

バイパス食堂 

メゾン青柳 

亀屋商店 

金丸時計店 
杉山洋品店 

県道竜王芦安線 

市立西保育園 

至
信
玄
橋 

至
甲
府 

国道20号 

（竜王バイパス） 

至
甲
府 

セブンイレブン 三菱SS 
有泉輪業 

第2投票所 竜王西保育園
竜王1区・竜王2区
竜王3区・竜王4区

対象
地区

警察官宿舎 

中　央　道 

三枝病院 

市立北保育園 

深沢建材 

トキワ管工 
日本石油タンク 

岸谷産業 

竜王駅 

山梨交通駐車場 
至
甲
府 

至
韮
崎 

ソネカワ 
サイクル 

国道52号 

通行止 

第3投票所 竜王北保育園
竜王新町1区・竜王新町2区・竜王新町3区・竜王新
町4区・竜王新町5区・竜王新町6区・竜王新町7区

対象
地区

保坂医院 

ケーヨーディツー 

二区・三区公会堂 

東保育園 竜王東児童センター 

国道20号 

東小学校体育館 

至
甲
府 

駐
車
場 

ぼんち 

甲府信用金庫 
竜王支店 

中　央　道 

第4投票所 竜王東小学校体育館
名取区・竜王仲町区（旧仲町）・富竹新田1区・
富竹新田2区・富竹新田3区・富竹新田4区

対象
地区

榎郵便局 

万才保育園 

働く婦人の家 

中銀 

田中団地 

南小学校体育館 

パークス 

かおり 
幼稚園 

第5投票所 竜王南小学校体育館
田中区・田中2区・万才1区・万才東区・
榎東区・榎西区・下八幡3区

対象
地区

 

至竜王駅 

中部公民館 

竜王体育館 

玉幡小学校 

もちでん 

りゅうえい 

JA玉幡支所 

さいとう 塩部自動車 

いわした 

至
甲
府 玉

幡
四
ツ
角 

敷
島
田
富
線 

至
開
国
橋 

第6投票所 竜王体育館
仲新居区・上八幡区・中八幡・
下八幡1区・下八幡2区

対象
地区

警察学校 

めぐみ薬局 
西小学校体育館西小学校体育館 

日立寮 

玉川保育園 

農林高校 

玉幡保育園 

西小学校体育館 

第7投票所 竜王西小学校体育館
八幡新田1区・八幡新田2区・
月林区・玉川西区

対象
地区

 

西小学校 

パチンコクイーン 

玉川保育園 

くすりのめぐみ 
南部 
公民館 

南部公園 

冷
間
住
宅 玉川地区集落集会所 

クリーニング 
スワン 

ハイツ浅川 

瑞良寺 
至玉川団地 

金丸米殻店 
マルサン食品 

ほっかほか弁当 

笹本商店 

日立玉川寮 

セブンイレブン 

第8投票所 玉川地区集落集会所
玉川東区・冷間区・
玉川団地1区・玉川団地2区

対象
地区

敷島庁舎 

〒郵便局 

駐在所 

なかよし児童館 

敷島北小学校 
屋内運動場 

セブン 
イレブン 

デイリー 
ストア 

至吉沢 

シェル石油 

敷島総合 
文化会館 敷島中学校 

清澤寺 

敷島総合 
公園 

第9投票所 敷島北小学校屋内運動場
敷島台・大久保・天狗沢・
境北・境南・牛句

対象
地区

│
次
頁
へ
つ
づ
く
│

■
投
票
所
整
理
券
は
い
つ
届
く

投
票
所
整
理
券
は
、
立
候
補
者
の

数
が
定
数
を
超
え
て
、
無
投
票
で
な

い
事
が
確
定
し
て
か
ら
郵
送
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
一
般
的
に
は
選
挙

の
告
示
（
公
示
）
日
か
ら
配
達
が
始

ま
り
ま
す
が
、
一
度
に
多
量
の
郵
便

で
の
発
送
と
な
る
た
め
、
届
く
ま
で

に
数
日
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
入
場
券
が
届
か
な
い
時
は

投
票
所
整
理
券
は
、
選
挙
の
お
知

ら
せ
や
投
票
所
で
の
事
務
作
業
の
簡

略
化
、
ま
た
本
人
で
あ
る
事
を
ス
ム

ー
ズ
に
確
認
で
き
る
よ
う
郵
送
し
て

い
る
も
の
で
す
。
万
一
紛
失
し
て
し

ま
っ
た
場
合
や
、
何
ら
か
の
事
情
で

届
か
な
い
時
で
も
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
で
受
付
の
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
際
は

念
の
た
め
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
日
間
近
に
な
っ
て
も

届
か
な
い
場
合
な
ど
で
、
整
理
券
の

再
発
行
を
希
望
す
る
場
合
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
は
…
…

甲
斐
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
総

務
課
法
制
選
挙
担
当
竜
王
庁
舎
３
階
）

〒
400-

0192

甲
斐
市
篠
原
２
６
１
０
番
地

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
１

０
５
５
（
２
７
６
）
７
２
１
５
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小僧寿し 

エネオス 

シェル石油 
車不可 

車
不
可 

シャトレーゼ 

JA農協 

敷島小学校 
屋内運動場 

ふれあい 
中央児童館 

第13投票所 敷島小学校屋内運動場
敷島仲町（旧仲町）・東町西・東町仲・
東町東・宮地・町屋・町屋南・川辺町

対象
地区

バーベキュー 
亀沢の村 

中村公民館 

JA睦沢支所 亀
沢
川 

睦沢地域 
ふれあい館 

第14投票所 睦沢地域ふれあい館
大下・中下・中村・久保・藤の木・
打返・漆戸・獅子平・上菅口

対象
地区

ビニールハウス 

電話交換局 

清川釣り堀 

亀
沢
川 

清川地域 
ふれあい館 

第15投票所 清川地域ふれあい館
下菅口・安寺・神戸・前屋・下福沢・上福沢・
下芦沢・本村・小川・平見城・大明神

対象
地区

吉沢簡易水道 

至昇仙峡 

平瀬浄水場 

荒　川 

吉沢地域 
ふれあい館 

第16投票所 吉沢地域ふれあい館

窪田・中島・寺平・千田対象
地区

竜
地
溜
池 

（
工
事
中
） 

大
垈
バ
イ
パ
ス 

双葉保健 
福祉センター 

妙秀寺 

青龍寺 
双葉東小学校 

オギノ 

中央自動車道 

第17投票所 双葉保健福祉センター
下宿・高山台・上宿・
双葉竪町（旧竪町）

対象
地区

大
垈
バ
イ
パ
ス 

双葉東 
公民館 

長泉寺 

高原団地 

団子公会堂 

至サントリー登美の丘ワイナリー 

第18投票所 双葉東公民館（団子公民館）
大垈・高原団地・団子・
新田・菖蒲沢

対象
地区

甲斐市役所 
双葉庁舎 

中央自動車道 

広域農道 

国道20号 

JR中央線 

双田橋 

双葉JCT

双葉ふれあい 
文化館 

塩崎駅 

第19投票所 甲斐市役所双葉庁舎
横町・寺町・双葉仲町（旧仲町）・上町・富士見台・
緑ヶ丘・双葉新町（旧新町）・旭台・つくし野・
山本・上の山・岩森・下志田・上志田・バイパス

対象
地区

双葉西保育園 

中央自動車道 

広域農道 

JR中央線 

塩川大橋 

妙善寺 

国道20号 

第20投票所 双葉西保育園
東部・塩崎町・田畑・田畑団地・
中村条・上郷・米沢・笠石・
金剛地・滝沢・唐松団地・駒沢

対象
地区

桃花の街 
クラブハウス 

長昌院 

オギノ 

JAよってけし 

中央自動車道 

第21投票所 桃花の街クラブハウス
桃花の街・藍色の街・杏色の街・
萌黄の街・双葉響が丘団地・登美団地・
希望ヶ丘・滝坂・大屋敷

対象
地区

山梨中央 
銀行 

シャトレーゼ 

ファミリー 
マート 

貢
川 

中
下
条
公
園 松

島
団
地 

集
会
場 

↑ 

松島団地入口 

第11投票所 松島団地集会場
事業団・敷島新町（旧新町）・
寺前・松島団地・さつき野

対象
地区

長塚公民館 

小僧寿し 

敷島南小学校 
屋内運動場 

宝
珠
寺 

本
興
寺 

アマノ 
パークス 

ロ
ー
ソ
ン 

JR中央線 

中央自動車道 

セブン 
イレブン 

オギノ 

第12投票所 敷島南小学校屋内運動場

長塚・大下条東・大下条西・大下条南対象
地区

敷島庁舎 

消防署 

〒郵便局 

駐在所 

セブン 
イレブン 

デイリー 
ストア 

シェル石油 

敷島総合 
文化会館 

敷島中学校 
柔剣道場 

清澤寺 

第10投票所 敷島中学校柔剣道場
大栄・西町・上町北・上町南・
敷島竪町（旧竪町）

対象
地区

※屋内運動場が改修中の
ため、今回の選挙のみ
投票所を変更します。
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稲
垣
さ
ん
は
、

昭
和
18
年
、

山
梨
県
職
員

と
し
て
奉
職

以
来
、
県
民

生
活
局
公
害
課

長
、
林
務
部
林
政

課
長
、
秘
書
課
長
、
県
民
生
活
局
次
長
、

監
査
委
員
事
務
局
長
な
ど
を
歴
任
、
幅

広
い
行
政
分
野
の
各
所
で
県
行
政
推
進

に
尽
く
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

「
ま
だ
20
歳
代
の
頃
、
昭
和
31
年
、
山

梨
県
が
債
権
団
体
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

時
、
ち
ょ
う
ど
財
政
課
で
、
財
政
債
権

計
画
づ
く
り
に
何
日
も
徹
夜
を
し
、
た

い
へ
ん
苦
労
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と

話
す
稲
垣
さ
ん
。

県
庁
退
職
後
に
は
、
旧
敷
島
町
の
助

役
と
し
て
合
併
推
進
に
尽
力
さ
れ
る
と

と
も
に
、
新
市
発
足
時
に
お
い
て
は
、

収
入
役
と
し
て
務
め
ら
れ
、
甲
斐
市
の

基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

中
込
さ
ん

は
こ
の
ほ
ど
、

文
化
庁
の
選

出
す
る
地
域

文
化
功
労
に
文

化
財
保
護
功
労
者
と
し
て
選
ば
れ
ま
し

た
。中

込
さ
ん
は
、
植
物
学
が
専
門
。
文

化
財
関
係
で
は
天
然
記
念
物
を
担
当
さ

れ
、
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
文
化
財

保
護
に
貢
献
し
て
き
た
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

中
込
さ
ん
は
、
現
在
、
山
梨
県
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
・
副
会
長
、
県
植

物
研
究
会
会
長
な
ど
の
ほ
か
、
市
に
お

い
て
も
、
甲
斐
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主
催
で

募
集
を
呼
び
か
け
、
全
国
６
、
６
６
２

校
か
ら
４
６
３
、
２
３
７
編
の
応
募
が

あ
っ
た
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
コ
ン
ク

ー
ル
。
そ
の
中
で
本
市
か
ら
は
次
の
生

徒
が
入
選
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

東
京
国
税
局
長
賞

山
口
真
未

（
敷
島
中
学

校
３
年
）（
上

写
真
）

甲
府
税
務
署

長
賞

上
島
菜
津
季
（
竜
王
中
学
校
３
年
）

甲
府
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
会
長
賞

小
池
亜
由
美
（
敷
島
中
学
校
３
年
）

山
田
千
鶴
（
玉
幡
中
学
校
３
年
）

小
松
美
春
（
竜
王
北
中
学
校
３
年
）

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
主
催

の
「
第
10
回
ふ
る
さ
と
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
１
、
１
２

０
点
の
応
募
が
あ
り
、
本
市
か
ら
は
次

の
皆
さ
ん
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

飯
沼
優
太
（
敷
島
中
学
校
２
年
）

優
秀
賞

宮
本
大
輝

た

い

き

（
敷
島
南
小
学
校
１
年
）

渡
辺
美
奈
（
竜
王
北
小
学
校
６
年
）

三
浦
彩
（
竜
王
中
学
校
３
年
）

佳
作三

神
成じ

ょ
う

（
竜
王
小
学
校
１
年
）

大
木
健
人
（
竜
王
小
学
校
３
年
）

松
井
菜
夏

な

な

（
玉
幡
小
学
校
５
年
）

荻
野
隼じ

ゅ
ん

（
双
葉
西
小
学
校
５
年
）

原
田
京
佳
（
双
葉
西
小
学
校
５
年
）

代
永
彩
夏

あ

や

か

（
敷
島
中
学
校
２
年
）

日
野
原
伸
洸

の
ぶ
み
つ

（
敷
島
中
学
校
２
年
）

な
お
、
入
賞
作
品
の
展
示
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。

●
１
月
25
日（
木
）〜
１
月
28
日（
日
）

午
後
４
時
ま
で

竜
王
北
部
公
民
館
ロ
ビ
ー

●
１
月
30
日（
火
）〜
２
月
２
日（
金
）

午
後
４
時
ま
で

敷
島
総
合
文
化
会
館
ロ
ビ
ー

●
２
月
３
日（
土
）〜
２
月
７
日（
水
）

午
後
２
時
ま
で﹇
※
５
日（
月
）を
除
く
﹈

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２

県
政
功
績
者
表
彰

地
域
文
化
功
労
者
表
彰

「仙娥滝」（飯沼優太作）

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
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い
よ
い
よ
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
確
定
申
告
は
、
国
へ

収
め
る
税
金
を
自
ら
計
算
し
、
税
額
を
申
告
し
て
納
付
ま
た
は
還
付
を
受
け
る

も
の
で
、
国
の
行
政
機
関
で
あ
る
税
務
署
に
対
し
て
行
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
市
で
は
、
申
告
期
間
中
（
２
月
16
日
〜
３
月
15
日
）
に
限
り
、
国

税
庁
よ
り
許
可
を
受
け
、
市
職
員
に
よ
る
申
告
相
談
お
よ
び
仮
収
受
（
市
で
税

務
署
へ
の
提
出
を
代
行
し
、
税
務
署
で
審
査
）
を
実
施
し
ま
す
。
市
の
申
告
会

場
に
は
、
税
務
署
の
職
員
は
お
り
ま
せ
ん
。
申
告
会
場
の
混
雑
回
避
の
た
め
、

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
お
よ
び
農
業
所
得
の
あ
る
人
で
、
収
支
内
訳
書
に
ご

自
分
の
収
入
や
経
費
の
記
載
が
で
き
な
い
人
は
、
甲
府
税
務
署
の
申
告
会
場

（
旧
ト
ポ
ス
３
階
）
で
申
告
指
導
を
受
け
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
市
の
会
場
で

は
、
減
価
償
却
な
ど
、
申
告
者
が
判
断
で
き
な
い
事
例
の
ア
ド
バ
イ
ス
し
か
行

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
市
の
申
告
会
場
や
日
程
は
、
今
回
の
申
告
か
ら
大
き
く
変
わ
る
予
定

で
す
の
で
、
２
月
に
各
戸
配
布
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
甲
府
税
務
署
の

申
告
会
場
で
申
告
を

①
土
地
の
譲
渡
所
得
、株
式
の
譲
渡
所
得
、

ゴ
ル
フ
会
員
権
等
の
譲
渡
所
得
が
あ
る

人
②
事
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

で
、
初
め
て
確
定
申
告
を
す
る
人

③
事
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

で
、
収
支
内
訳
書
へ
収
入
や
経
費
の
転

記
が
で
き
な
い
人

④
青
色
申
告
の
人
（
記
載
済
み
申
告
書
の

提
出
の
み
受
け
付
け
ま
す
）

⑤
雑
損
控
除
が
あ
る
人

今
年
こ
そ
自
分
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
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税
金
の
還
付
申
告
は
税
務
署
で
は
１

月
か
ら
受
付
ま
す

医
療
費
控
除
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
る
人
や
退
職
後
に
再
就
職
を
し
な
い
こ

と
に
よ
り
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

な
ど
、
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
戻
る
人

は
、
１
月
か
ら
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
早
期
の
受
付
は
、
甲
府
税
務
署
の

申
告
会
場
で
の
み
受
付
ま
す
の
で
、
広
報

１
月
号
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
た
甲
府
税
務

署
発
行
の
申
告
会
場
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
２
月
16
日
か
ら
の
申
告
期
間

中
は
、
ど
の
会
場
も
混
雑
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
告
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
ま
た
、
早
め
の
申
告
は
税
金
の
還
付

も
早
く
な
り
ま
す
。

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ご
利
用
く

だ
さ
い

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
所

得
税
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が

あ
り
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
確
定
申
告

書
を
そ
の
ま
ま
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ご
自
宅
で
い
つ
で
も
作
成
で
き
ま
す

の
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
確
定
申
告
に
関
す

る
情
報
や
Ｑ
ア
ン
ド
Ａ
方
式
の
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
申
告
書
、
各
種
計
算
書
、
明
細

書
お
よ
び
説
明
書
等
も
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
入
手
が

可
能
で
す
。
不
明
な
点
は
、
甲
府
税
務
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
は
郵
送
や
時
間
外
収
受

箱
で
の
提
出
が
で
き
ま
す

確
定
申
告
書
は
、
甲
府
税
務
署
に
郵
送

で
提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、
甲
府
税
務
署

の
外
に
あ
る
時
間
外
文
書
収
受
箱
に
投
函

す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
郵
送
や
直
接
投
函
の
場
合
は
、
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
す
る
と

申
告
書
の
控
に
税
務
署
の
受
付
印
を
押
し

て
返
送
し
て
も
ら
え
ま
す
。（
控
が
え
ん

ぴ
つ
書
き
の
場
合
は
不
可
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

確
定
申
告
に
つ
い
て
は

甲
府
税
務
署

０
５
５
（
２
３
３
）
３
１
１
１

住
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
は

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３

事業・不動産・農業所得の収支内訳書
１年間の収入と経費はご自分で転記するものです。市の申告会
場では、減価償却など、申告者が判断できない事例のアドバイ
スしか行うことができません。

収
納
対
策
本
部
を
設
置

税
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
収
納
率
の
向
上
を
目
指
す

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
収
納
対
策
本

部
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
の
納
税
に
対
す
る

負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
ま
た

自
主
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
も
収
納

率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
市
税
な
ど
の
徴
収
強
化

を
進
め
る
推
進
母
体
と
し
て
、
今
後

は
全
庁
体
制
で
収
納
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

対
策
本
部
は
、
各
部
の
部
長
ら
で

構
成
さ
れ
、
市
長
が
本
部
長
を
務
め

ま
す
。
ま
た
、
課
長
な
ど
で
組
織
さ

れ
た
対
策
部
会
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
全
庁
体
制
で
戸
別
訪
問
な

ど
を
行
い
納
税
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

※
注
意

市
職
員
を
騙
り
、「
市
税
等
の
徴
収

に
来
た
」と
訪
れ
る
事
例
が
で
て
い
ま

す
。
市
職
員
は
、
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
て
お
り
、
収
納
で
は
市
の
領
収

印
を
そ
の
場
で
押
印
し
ま
す
。
相
手

が
不
審
な
場
合
に
は
、
身
分
証
明
書

の
提
示
を
求
め
る
な
ど
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
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税理士会が行う
「小規模納税者のための確定申告無料相談」
～この機会に申告のプロに相談を～

所得金額が小規模な事業者等の所得
税および消費税の申告、年金受給者お
よび給与所得者の確定申告を対象に竜
王北部公民館で実施します。筆記用具、
計算器具などをご持参ください。なお、
所得金額が高額な人や相談内容が複雑
な人、譲渡所得および贈与税の相談は
ご遠慮ください。

○
建
物
を
取
り
壊
し
た
み
な
さ
ん

滅
失
家
屋
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
に
土
地
・
建
物
・
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
る
も
の
で

す
。
平
成
18
年
１
月
２
日
か
ら
の
１
年

間
に
、
お
持
ち
の
建
物
を
老
朽
化
や
建

て
替
え
に
よ
り
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

滅
失
家
屋
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑

○
確
定
申
告
に
使
用
す
る
固
定
資
産

税
額
に
つ
い
て

確
定
申
告
時
に
必
要
経
費
と
し
て
記

載
す
る
固
定
資
産
税
額
に
つ
い
て
は
、

支
所
に
お
い
て
も
書
類
を
お
渡
し
し
ま

す
。
申
告
間
近
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
取
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３

■
■
　
固
定
資
産
関
係
の
お
知
ら
せ
　
■
■

平成19年出初式

日時　１月８日（月）午前９時
場所　玉幡中学校グラウンド

（雨天時は玉幡中学校体育館）
※小型ポンプ操法などの披露もありますの
で、ぜひ見学してください。

女性消防団員になりませんか
これまでの消防団は男性中心の組織でしたが、

時代に即した新しい消防団として、甲斐市消防団で
は、女性消防団員を募集します。女性消防団員はど
んなことをするのか、甲府市消防団（すでに23人が
所属する）の女性消防団員に話を伺いました。

「甲府市では７年ほど前から正式に女性消防団員が認
められています。興味がちょっとあったので、声を
かけられ数人の仲間と入団してみました。
訓練は男性団員と同じことをします。もちろんや

ってみて、自分の限界、できることとできないこと
がありますが、分団の中でお互いに認め、助け合っ
ています。
訓練礼式やポンプ操法の大会にも選手で出場、普

通の一団員として活動しています。普段は、広報活
動などを中心に、甲府市出初式では司会を務めたり
もします。そのほか人間関係も広がりました。さま
ざまな地域活動がありますが、消防団員という形で
地域のためにと頑張っています。みなさんにもでき
ることがきっとあります。まずは体験してみてはい
かがでしょうか」

みなさんも仲間になりませんか。みなさんも仲間になりませんか。
（お話を伺った消防団員：左から）甲府市消防団琢美分
団荒川佳子さん、春日分団清水洋子さん、里垣分団上
野睦さん
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も
の
に
つ
い
て
は
、
助
成
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

■
補
助
対
象
要
件

公
道
に
面
し
た
部
分
に
設
置
す
る
３

メ
ー
ト
ル
以
上
の
生
け
垣
ま
た
は
花
壇

で
、
縁
石
等
は
50
㎝
以
下
、
公
道
境
界

か
ら
50
㎝
以
上
離
し
て
植
栽
す
る
ほ
か
、

い
く
つ
か
必
要
な
補
助
要
件
を
満
た
す

も
の
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

緑
化
推
進
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
１

「肥料を上手に使うための知識
（有機質その２）」

前号では、有機質の中でも肥料成分の多いも
のについて記述しました。そこで今回は、肥料
成分の少ない有機質の効果について考えてみま
しょう。
野菜畑や水田など、農地では１～２回／年の
割合で堆肥を入れて「土作り」をします。この
「土作り」によって、土は軟らかくなります。
この時の堆肥の量は、通常１～２トン/10アー
ルです。硬い土の改善が進まないようだったら、
更に１～２トン入れて耕運します。これは１～
４㎏／㎡（または10～40g／土・㎏）に相当し
ます。しかし鉢・プランターのような容器に入
れた土では、畑の場合よりも土の温度が高くな
り、堆肥の分解も早いので、２～３割程度多く
します。
堆肥は、土の中で腐熟しながらミミズを殖や
し、良質な土壌細菌を増します。このように土
壌生物が増すと、粘土同士が接着し、小さな隙
間を持つ塊を作ります。この塊は、空気の流れ
を良くし、水や肥料成分の保持力を高めるので、
健康な作物の栽培には不可欠です。
一般に堆肥は、完熟したものが良い堆肥とさ
れていますが、土壌のこのような改善には半熟
～完熟手前のものの方が、効果は大きいようで
す。枯れ草や稲わらなど、腐りやすい資材を土
の中にすき込むと、土の中のチッ素を微生物が
食べながら、枯れ草や稲わらを腐らせます。微
生物が食べるチッ素の多くは、作物を育てるた
めに施肥した肥料ですので、生育に影響がでる
こともあります。生資材は土の表面に敷くよう
にし、土とは混ぜないでください。

このコーナーは、ガーデニングを楽しんでいる、
また始めてみたいという人の相談や疑問に、市
の園芸アドバイザーがお答えします。お気軽に
ご相談ください。
■相談・問い合わせは…
緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
甲斐市役所（竜王庁舎2階）
055（278）1671 FAX055（276）7216

E-mail:toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp

市
で
は
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
、
生
け
垣
や
花
壇
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
住
宅
な
ど

の
公
道
に
面
し
た
部
分
に
新
た
に
生
け

垣
や
花
壇
を
つ
く
る
場
合
、
そ
の
費
用

を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
樹
木
の
購
入
費
や
支

柱
、
花
壇
の
施
工
費
や
種
苗
代
の
ほ
か
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
か
ら
生
け
垣
な
ど
に
す
る

場
合
に
は
、
そ
の
取
り
壊
し
費
用
も
助

成
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
補
助
金
を
受
け
る
に
は
い
く

つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

着
工
前
に
ご
相
談（
申
請
）い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
既
に
完
成
し
て
い
る

【
寄
付
】

●
竜
王
南
部
公
民
館
へ

竜
王
南
部
公
民
館
活
動
推
進
協
議
会

が
、
イ
ベ
ン
ト
用
か
ん
た
ん
テ
ン
ト

３
張（
２
４
０
、
０
０
０
円
相
当
）

●
学
校
施
設
へ

甲
斐
市
名
取
　
竹
花
弘
二
さ
ん
が
、

ビ
デ
オ
『
昭
和
と
戦
争
』（
全
８
巻
）

（
２
０
０
、
０
０
０
円
相
当
）

●
甲
斐
市
へ

エ
コ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
竜
王
タ
ウ
ン
が
、

再
生
紙
利
用
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

２
０
０
梱
（
４
８
０
、
０
０
０
円
相

当
）

●
甲
斐
市
へ

甲
斐
市
岩
森
　
猪
股
正
人
さ
ん
が
、

土
地（
岩
森
１
０
７
９
番
地
２
）14
㎡



３位 加藤大樹・中込雄紀
男子ダブルスＢ級
優勝 深沢弦揮・長田昭太
準優勝 中沢修・加藤正樹
３位 加藤夕弥・加藤礼
女子ダブルス
優勝 中島久仁子・佐野藍
準優勝 樋口弓利子・竹田
かずみ
３位 保坂菜菜・坂本深雪

第３回甲斐市駅伝大会結果報告
11月19日（日）に第３回甲斐市駅伝大会が開催さ

れました。市内から支部14チーム、オープン ６チー
ムが参加し、紅葉の甲斐路を舞台に熱戦を繰り広げ
ました。
（敬称略）
支部対抗の部
優勝 双葉１Ａ地区
準優勝 宮地区Ａ
３位 上町区
区間賞
１区小倉ありさ（上
町区） ２区大久保勇生（大久保区） ３区菊池努
（双葉１Ａ地区） ４区本田香織（双葉１Ａ地区）
５区石水秀樹（上町区） ６区清水誠二（宮地区Ａ）
オープンの部
優勝　八幡新田混合　準優勝　双葉１Ａ地区オープ
ン　３位　ファミリーズ

区間賞
１区遠藤沙希（双葉１Ａ地区オープン） ２区保坂圭
祐（双葉１Ａ地区オープン） ３区山田弘志（八幡新
田混合） ４区白石一（双葉１Ａ地区オープン）
５区小池宣夫（双葉１Ａ地区オープン） ６区小林世
紀（八幡新田混合）

第３回甲斐市サッカー祭り結果報告
12月３日（日）、第３回甲斐市サッカー祭りが敷島

総合公園運動場において開催され、一般の部10チー
ム、壮年の部４チーム、が参加し、熱戦が繰り広げ
られました。

一般の部
南パート
優勝 双葉１B・２地区
準優勝 万才東・田中・下八幡区
北パート
優勝 八幡新田１・２区
準優勝 仲新居区
壮年の部
優勝 ヒマンチェスターユナイテッド
準優勝　竜王シニアボーイズ

11月12日～22日にかけ小瀬ス
ポーツ公園体育館を主会場に第35
回山日ＹＢＳ杯ママさんバレーボ
ール大会が開催され、本市の竜小
クラブＡが決勝戦へ進出し、東桂
クラブＡと接戦の末、準優勝と健
闘しました。

12月２日（土）、３日（日）の２
日間にわたり熱戦が繰り広げられ
た第43回県一周駅伝競走大会。
甲斐市チームは沿道でのみなさん
の応援もあり、昨年の４位を上回
る３位入賞と大健闘しました。

甲斐市チーム
初冬の甲斐路を快走

竜小クラブAが準優勝

14



甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 １月22日（月）

・学校体育施設（２月分） 午後７時～
・社会体育施設（３月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 １月25日（木）～

午前８時30分～午後５時15分
・学校体育施設（２月分）
・社会体育施設（３月分）

※敷島総合公園多目的運動場については芝生養生の
ため12月１日～３月31日まで休場します。

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

第２回甲斐市スポーツ少年団交流会
11月18日（土）、敷島総合公園運動場を会場とし

て「第２回甲斐市スポーツ少年団交流会」が開催さ
れました。市スポーツ少年団所属の31団から、団員
518人、指導者・保護者146人が参加し、○×ゲー
ムやじゃんけんゲームなど４種目を行い、日頃交流
の少ない他種目の子どもたち同士も親睦を深めまし
た。

ソフトボールリーグ戦・交流戦結果報告
竜王、敷島、双葉の各地区で開催されたソフトボ

ールリーグ戦。多くのチームが参加し熱戦が繰り広
げられました。また10月25日から11月６日にかけ
て各地区リーグ戦で優勝、準優勝したチームが対戦
する交流大
会も開催さ
れ、甲斐市
ナンバーワ
ンを決定し
ました。結
果は次のと
おりです。

○リーグ戦
竜王地区

敷島地区

双葉地区

○交流大会

第３回甲斐市スポーツ少年団
ミニバスケットボール交歓大会結果
11月25日（土）、竜王西小学校体育館を主会場と

して「第３回甲斐市スポーツ少年団ミニバスケット
ボール交歓大
会」が開催され
ました。市内外
から32団、480
人が参加し、優
勝を目指して熱
戦を繰り広げま
した。結果は以
下のとおりで
す。
女子１組優勝　小明見ミニバススポーツ少年団
女子２組優勝　敷島南ミニバススポーツ少年団
女子３組優勝　勝沼ミニバススポーツ少年団
男子１組優勝　こぶちミニバススポーツ少年団
男子２組優勝　箕輪ミニバススポーツ少年団

第２回甲斐市バドミントン大会結果報告
11月26日（日）、第２回甲斐市バドミントン大会

が敷島体育館で開催されました。市内から54人が参
加し、熱戦が繰り広げられました。
（敬称略）
男子ダブルスＡ級
優勝 小原勇樹・田原典男
準優勝 飯島保利・関谷美宏
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内容 『ハイジ』 2005年/イギリス
/104分/吹替え　監督/ポー
ル・マーカス　出演/エマ
ー・ボルジャー、マックス・
フォン・シドー　他

日時 １月27日（土）午後１時30分
開演（午後１時開場）

場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着200人
日時 １月28日（日）午後１時30分

開演（午後１時開場）
場所 敷島総合文化会館視聴覚室
定員 先着80人

16

11月15日（水）竜王図書館において、
人気絵本作家いとうひろし先生の講演
会が開催されました。作品と同じ温か
な人柄が感じられるお話に会場からも
笑い声があふれていました。講演会後
のサイン会は、予定時間を２時間も超
える盛況ぶり。竜王図書館に飾られているカラーイラス
ト付きのサイン色紙を是非見に来てください。

「親から子どもへ語り伝え残すもの」をテー
マに、４回にわたり「図書館教養講座」が開
催されました。12月６日には、「やまなしこ
とばの会」代表の小林是綱先生をお招きし、
「甲州方言にみる
山梨の歴史」と題
しての講座でし
た。日頃使ってい
る方言には、歴史
的意味があり、大
事にし、伝え残し
ていくことが大切
という話でした。

●絵本作家 いとうひろし氏が講演

●図書館にサンタがやってきた

12月、市立図書館３館でクリスマス会が行われ、
パネルシアターやブラックシアター、ハンドベル
の演奏など参加者は一足早いクリスマス気分を楽

しみました。各会場
ともサンタクロース
がプレゼントをもっ
て登場。参加したみ
んなにプレゼントが
手渡され、会場はう
れしそうな笑顔でい
っぱいでした。

●敷島図書館で教養講座開催



開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

１月のおやすみ 定例休館日 ８日（月）、15日（月）、22日（月）、29日（月）
月末整理日 31日（水）
年始休館日 １日～４日

日時 １月20日（土）
午前10時30分～11時30分

テーマ ナゾ！なぞ！
内容 お話、ブックトーク、工作

日時 １月18日（木）
午前10時30分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

日時 １月18日（木）
午前11時10分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、

工作、パネルシアターなど

日時 １月20日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 詩、読み聞かせ、わらべう

た、紙芝居、手話など

日時 １月５日（金）午前10時～
場所 敷島総合文化会館エントラス

ホール
定員 先着100名
内容 文化協会茶道部、野崎先生

とお弟子さんの協力を得な
がら、抹茶を振る舞います。

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 １月18日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー「古典」
板前　ねの会　他
助っ人板前　ごくらくとんぼ

日時 １月11日（木）、25日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー

・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時45分
対象 ５か月～１歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

対象 ３歳～９歳
日時 １月13日（土）、27日（土）

午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

場所 竜王図書館おはなしコーナー
日時 １月６日（土）

午前10時30分～正午
内容 お話、ゲーム

日時 １月11日（木）
午前11時～11時30分

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 就園前の乳幼児
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

日時 １月13日（土）、27日（土）
午前10時30分～11時

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

内容 『伊豆の踊子』 1974年/
日本/88分　監督/西河克
己　出演/山口百恵、三浦
友和　他

日時 １月13日（土）午後１時30
分開演（午後１時開場）

場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着200人
日時 １月14日（日）午後１時30

分開演（午後１時開場）
場所 双葉図書館　視聴覚室
定員 先着50人

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭

キッズぷらねっと　
～ストリーテリング編～

敷島図書館

双葉図書館

おはなしのもり

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのとびら

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと

こぐまちゃんのおへや

17

上映会のお知らせ

みどりの風の朗読
オフトークがおくる耳で聞く読書を
お届けします。
オフトーク２チャンネルにおいて
22日（月）から26日（金）まで、図書
館ボランティア「みどりの風」のみ
なさんによる朗読が放送されます。
午後のひととき、どうぞお気軽にお
聞きください。

休館中返却する図書は返却ポストに入れてください。ただし、
ビデオ・DVD・CDなどは破損の恐れがあるので、開館してから
窓口へ返却してください。
●返却ポストの設置場所…各図書館入口　　　　　　　　　　　　

年末年始休館中の返却について

抹茶のサービスでお出迎え
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甲斐市商工会主催の、敷島地区をめぐる探訪ツ
アー「甲斐市ちいさな旅」が行われました。
昨年の竜王地

区に続いて２回
目の今回は「精
米のための水車
小屋が並んでい
た敷島往時をし
のぶ旅」がテー
マで市民ら約90
名が参加。地域
住民らの案内
で、神明神社や
水車水路跡など
を歩いて回りま
した。
次回は、双葉

地区をめぐるツ
アーを実施する
予定です。

甲斐市ちいさな旅　11月23日●

●11月18日
落語で楽しく学んだ成年後見制度

●11月18日　そば打ち体験

お百姓さん倶楽部の会員のみなさん約60
名が、昨年に引き続き昇仙峡御岳そば保存
会の田中正喜さんの指導でそば打ちを体験
しました。
今年は、昨年よりたくさんのそばが収穫

できたということで、和やかな雰囲気のな
か本格的なそば打ちを楽しんでいました。

敷島総合文化会館で、落語家の桂ひな太
郎師匠による講演会が開かれました。
これは、判断能力が不十分な人のために

法律や生活面で支援する成年後見制度につ
いて、落語を聞いて楽しく学ぼうというも
のでした。講演会終了後には、司法書士に
よる無料法律相談も行われました。

●双葉ふれあい文化館に堀内孝雄（11月）
柄本明（12月）登場
11月12日に、歌手生活35周年記念を迎えた堀内孝雄さん

のコンサートが、12月９日には、NHK大河ドラマ「功名が
辻」での豊臣秀
吉の熱演も記
憶に新しい柄
本明さんのひ
とり芝居が双
葉ふれあい文化館において開催されました。
両公演とも、個性的な二人の熱演に観客のみなさんから大

きな拍手が送られていました。



19

敷島総合文化会館において、青少年の健全育成を推進す
るための大会が開かれました。
市内小中学生による「家庭の日・青少年を育む日」啓発ポ

スターなどの優秀作品の表彰、弁論発表に続き、服部料理
学園の服部幸應理事長を講師に招いて「食育推進のすすめ
～大切なものを失った日本人～」と題した教育講演会が行
われました。

●11月26日　青少年健全育成推進大会

●11月29日　高齢者交通安全教室

市の女性団体連絡協議会に加入している26
団体の会員のみなさんが、早朝、総勢50名ほ
どで市内のごみ拾いをしました。
釜無川レクリエーションセンター、敷島総合

文化会館、
双葉水辺公
園の３か所
に分かれ、
それぞれご
み袋を手に
周辺のごみ
を拾い集め
ました。

近年、高齢者が事故の被害者となるだけでなく加
害者となる事故も増加していることから、高齢者の
交通安全意識を高めるための教室がドラゴンパーク
で開かれました。市内の高齢者70名ほどが参加し、
前日には双葉スポーツ公園でも開かれました。
シートベルトを締めての衝撃体験や横断歩道に見

立てた模擬コースで、実際に渡るときに車の速さや
距離にどう気をつければいいかを体験するコーナー
などがあり、参加者に交通安全の願いを込めて反射
材が配られました。

●12月９日
フォークダンスフェスティバル

今年のNHK大河
ドラマ「風林火山」
の山梨ロケ写真パ
ネル展が、市役所
竜王庁舎・敷島総
合文化会館ロビー
で行われました。
戦国時代の甲斐

の国を舞台にした
ドラマの山梨
ロケの制作現場の様子を紹介したものです。
１月10日（水）～23日（火）には、双葉ふれあい文

化館エントランスでの展示を予定しています。

●12月３日　年末奉仕活動

今年で21回目を迎える歴史ある大会が、県
内のフォークダンス愛好者約500名が参加し、
敷島体育館で開かれました。
優雅な衣装に身を包んだ参加者は、華やかな

雰囲気のなかで楽しい一日を過ごしました。

甲斐市内の話題は「甲斐市Blog News」で
このページに掲載されている以外にも、市内の毎日の話題
はインターネットホームページ「甲斐市BlogNews」で紹
介しています。URL:http://mt.city.kai.yamanashi.jp/

「風林火山」山梨ロケ写真展　12月●
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下
福
沢
の
道
祖
神
祭
は
小
正
月
の

行
事
と
し
て
、
１
月
14
日
か
ら
15
日

に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

道
祖
神
の
祭
礼
と
し
て
、「
ど
ん

ど
焼
き
」、「
七
福
神
の
ね
り
こ
み
」、

「
氏
子
め
ぐ
り
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「
ど
ん
ど
焼
き
」
は
、
正
月
に
使
用

さ
れ
た
門
松
や
し
め
縄

を
地
域
の
一
か
所
に
集

め
、
そ
れ
に
火
を
つ
け

消
却
し
ま
す
。
そ
の
時

に
、
繭
だ
ん
ご
を
長
い

小
枝
に
さ
し
て
、
持
ち

寄
り
火
で
あ
ぶ
り
ま
す
。
こ
の
だ
ん

ご
を
食
べ
る
と
虫
歯
予
防
、
火
に
あ

た
れ
ば
、
風
邪
を
引
か
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
書
き
初
め
を

焼
く
と
習
字
が
上
手
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
七
福
神
の
ね
り
こ
み
」
は
、
七
福

神
に
扮
し
た
地
域
の
人
々
が
、
行
列

を
な
し
て
練
り
歩
き
ま
す
。
七
福
神

は
、
42
歳
の
厄
払
い
が
対
象
と
な
る

男
子
が
い
る
家
、
新
婚
夫
婦
の
い
る

家
、
新
築
の
家
に
訪
れ
、
悪
魔
払
い

や
お
嫁
さ
ん
の
健
康
を
祈
り
ま
す
。

こ
の
条
件
に
該
当
す
る
家
が
な
い

年
は
、「
七
福
神
の
ね
り
こ
み
」
は

行
な
わ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
道
祖
神
祭
が

残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
県
下
で
も
珍

し
く
、
貴
重
な
民
俗
資
料
で
す
。

近
年
は
、
祝
日
の
変
更
な
ど
に
よ

り
、
小
正
月
に
近
い
土
日
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

祭
神
は
鍛
冶
の
神
で
あ
る
金
山

か
な
や
ま

猿
田
さ
る
た

彦
命

ひ
こ
の
み
こ
とで
御
神
体
と
し
て
フ
イ

ゴ
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
神
社

の
氏
子
は
付
近
に
住
ん
で
い
る
通
称

「
小
林
組
」
ま
た
は
「
小
林
一
族
」

（
小
林
姓
を
中
心
と
し
た
十
数
戸
）

と
い
わ
れ
て
い
る
鍛
冶
職
人
の
子
孫

で
、
戦
国
時
代
に
武
田
氏
配
下
で
刀

な
ど
の
武

具
を
製
造

し
て
い
た

と
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
地
域

の
宇
津
谷

と
隣
接
す

る
志
田
は

中
世
に
、

下
福
沢

し
も
く
ざ
わ

の
道
祖
神

ど
う
そ
じ
ん

祭ま
つ
り

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

昭
和
49
年
５
月
１
日
指
定

金
剛
地

こ
ん
ご
う
じ

金
山

か
な
や
ま

神
社

じ
ん
じ
ゃ

祭
典

さ
い
て
ん

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

平
成
14
年
10
月
２
日
指
定

訂
正
と
お
わ
び

11
月
号
歴
史
探
訪
「
天
沢
寺
六
地
蔵
幢
」

記
事
に
お
い
て
、
指
定
年
月
日
が
誤
っ
て

い
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
昭
和
46
年
４
月
８
日
指
定

で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

鋳
物
師

い

も

じ

集
団
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
団

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

祭
典
は
江
戸
時
代
中
期
の
寛
保
年

間
（
一
七
四
一
〜
一
七
四
四
）
と
も
戦

国
時
代
か
ら
と
も
伝
え
ら
れ
、
毎
年

１
月
28
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
米
の
粉

を
練
っ
て
男
女

の
性
器
を
作
り

茹
で
て
餡
子

あ
ん
こ

を

つ
け
奉
納
し
、そ

れ
を
食
べ
一
族
の
繁

栄
を
願
い
ま
す
。
ま
た

こ
れ
を
食
べ
る
と
子
ど

も
が
授
か
る
と
い
う
信

仰
か
ら
子
授
け
の
神
と
し
て
も
知
ら

れ
、
事
前
に
予
約
を
し
て
お
け
ば
氏

子
以
外
の
人
に
も
供
物
が
得
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
当
日
は
県
内
外
か
ら

人
々
が
訪
れ
ま
す
。



21

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

平
成
18
年
度
甲
斐
市
職
員（
保
健
師
）採

用
試
験

市
職
員
（
保
健
師
）
採
用
試
験
を
次
に

よ
り
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
試
験
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

試
験
案
内
配
布
開
始
日

１
月
４
日
（
木
）

試
験
申
込
受
付
期
間

１
月
４
日
（
木
）
〜
１
月
24
日
（
水
）

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
休
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

試
験
案
内
配
布
お
よ
び
申
込
受
付
場
所

人
事
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

職
種

保
健
師

受
験
資
格

昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
、
保
健
師
の
免
許
を
有
す
る
者

又
は
平
成
18
年
度
の
国
家
試
験
で
当
該

免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者

採
用
予
定
人
数

１
人

欠
格
事
項

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

ア
　
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

イ
　
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す

る
者

試
験
日
時
・
場
所

第
１
次
試
験

日
時

２
月
４
日
（
日
）

受
付
開
始
時
間
　
午
前
８
時
30
分

試
験
開
始
時
間
　
午
前
９
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

甲
斐
市
篠
原
２
６
０
０

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１

■
問
い
合
わ
せ
は
…

人
事
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
４

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員
募
集

職
種

保
健
師
ま
た
は
介
護
支
援
専
門

員
応
募
資
格

保
健
師
も
し
く
は
介
護
支

援
専
門
員
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
者
（
専
門
員
は
実
務
経
験
者
に
限

る
）

業
務
内
容

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

給
与
等

市
臨
時
職
員
取
扱
要
綱
に
よ

る
■
問
い
合
わ
せ
は
…

業
務
内
容
に
つ
い
て
は

高
齢
福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

任
用
条
件
に
つ
い
て
は

人
事
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
４

臨
時
職
員
登
録
の
お
知
ら
せ

次
の
職
種
に
つ
い
て
臨
時
職
員
の
登

録
者
を
募
集
し
ま
す
。

職
種

一
般
事
務
・
保
育
士
・
栄
養

士
・
調
理
員
・
保
健
師

応
募
資
格

保
育
士
に
つ
い
て
は
、
保

育
士
資
格
取
得
者
。
栄
養
士
に
つ
い
て

は
、
栄
養
士
免
許
取
得
者
。
保
健
師
に

つ
い
て
は
、
保
健
師
資
格
取
得
者
。

任
用

臨
時
職
員
登
録
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
職
員
に
欠
員
等
が
生
じ
た
場
合

任
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

人
事
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
４

平
成
19
・
20
年
度
入
札
等
参
加
資
格
申

請
書
受
付
に
つ
い
て

入
札
参
加
等
資
格
申
請
書
の
受
付
は
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１
月
10
日
（
水
）
か
ら
２
月
20
日
（
火
）
ま

で
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
必
要
書
類

を
準
備
し
て
、
期
間
内
に
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

財
政
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
５

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査

工
業
統
計
調
査
は
、
全
国
の
製
造
業

を
営
む
事
業
所
の
１
年
間
の
生
産
活
動

に
伴
う
製
造
品
出
荷
額
、
原
材
料
使
用

額
等
を
調
査
し
、
産
業
別
、
規
模
別
、

地
域
別
に
製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

調
査
は
、
統
計
調
査
員
が
事
業
所
を

訪
問
し
、
調
査
票
に
記
入
を
依
頼
す
る

方
法
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

お
忙
し
い
時
期
と
は
思
い
ま
す
が
、

調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
提
出
い
た
だ
く
調
査
票
に

つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内

容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２
　

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助

成
金
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
（
平
成
18
年
１
月
〜
12
月

分
）
の
助
成
金
の
請
求
を
次
に
よ
り
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
場
合
は
下

表
の
い
ず
れ
か
の
会
場
へ
来
場
の
上
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者

自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
人（
申
請
済
の
人
）
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
、
療
育

手
帳
Ａ
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
特
別
第

１
・
第
２
項
症
に
該
当
す
る
人
。

受
付
日
　
左
表

当
日
持
参
す
る
も
の

・
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
請
求
書
・
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ

か
（「
減
免
申
請
済
」
と
押
印
が
あ
る
も

の
）

・
印
鑑
　
・
車
検
証
　
・
預
金

通
帳
（
郵
便
局
は
除
く
）

・
対
象
期
間

分
の
自
動
車
燃
料
の
領
収
書
（
請
求
者
氏

名
が
印
字
さ
れ
て
い
る
も
の
）
お
よ
び
購

入
量
計
算
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
（
購
入

先
給
油
店
か
ら
証
明
を
受
け
た
も
の
）

※
請
求
書
、
購
入
量
計
算
書
お
よ
び
支

払
証
明
書
の
用
紙
は
、
敷
島
庁
舎
福
祉

課
お
よ
び
竜
王
・
双
葉
庁
舎
各
地
域
課

に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

中
北
保
険
福
祉
事
務
所
福
祉
課
　

０
５
５
（
２
３
７
）
１
３
８
１

０
５
５
（
２
３
５
）
７
１
１
５

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
す
か

竜
王
社
会
保
険
事
務
所
で
は
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
な
い
人
に
対
し
て
、

納
付
書
や
催
告
状
を
送
付
し
た
り
、
戸

別
訪
問
や
電
話
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納

付
を
促
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
納
付
勧

奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
険
料
を
納
め

な
い
ま
ま
だ
と
、
将
来
、
無
年
金
者
に

な
っ
て
し
ま
う
人
や
小
額
の
年
金
し
か

受
け
ら
れ
な
い
人
が
多
く
な
り
、
社
会

連
帯
に
基
づ
く
基
礎
年
金
制
度
の
根
幹

を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
重
大
な
問
題
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

万
一
、
納
付
資
力
が
あ
り
な
が
ら
未

納
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
ほ
か
の
納

付
者
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

国
税
徴
収
法
に
基
づ
き
財
産
の
差
押
さ

え
が
開
始
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
も
９
月
末
現
在
56
件
の

財
産
差
押
え
を
執
行
し
、
今
後
も
引
き

続
き
未
納
者
へ
の
催
告
を
強
化
す
る
方

針
で
す
。

保
険
料
は
、
納
付
期
限
日
（
翌
月
末

日
）
ま
で
に
収
め
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。
納
付
い
た
だ
い
た
保
険
料
は
、
確

定
申
告
及
び
年
末
調
整
の
際
、
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
社
会
保
険
事

務
所
国
民
年
金
業
務
課

０
５
５
（
２
７
８
）
１
１
０
４

国
民
健
康
保
険
退
職
者
医
療
制
度
を
ご

存
知
で
す
か

会
社
な
ど
を
退
職
し
、
厚
生
年
金
や

各
種
共
済
組
合
な
ど
か
ら
年
金
を
受
け

ら
れ
る
75
歳
未
満
の
人
と
そ
の
家
族
は

「
退
職
者
医
療
制
度
」
と
な
り
ま
す
。
対

象
と
な
る
人
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
人

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
る
人

（
新
規
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
よ

う
と
す
る
人
も
含
む
）

②
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど
の

年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
で
加
入
期
間

が
20
年
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
降
で

10
年
以
上
あ
る
人

③
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い

人
扶
養
家
族
の
条
件
は
…

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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①
右
記
の
対
象
と
な
る
人
の
収
入
で
主

に
生
計
を
し
て
い
る
同
居
人
の
直
系

尊
属
、
配
偶
者
、
３
親
等
以
内
の
親

族
ま
た
は
配
偶
者
の
父
母
と
子
供

②
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
老
人
保

健
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人

③
年
間
の
収
入
が
１
３
０
万
円
（
60
歳
以

上
の
人
や
障
害
者
は
１
８
０
万
円
）

未
満
の
人

届
け
出
に
必
要
な
も
の

①
年
金
証
書
（
年
金
の
加
入
期
間
が
わ

か
る
も
の
）

②
印
鑑

③
国
民
健
康
保
険
証
（
加
入
中
の
人
の

み
）

※
国
民
年
金
以
外
の
年
金
を
20
年
以
上
、

40
歳
以
降
で
10
年
以
上
加
入
し
た
人
は
、

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

今
年
小
中
学
校
へ
入
進
学
す
る
児
童
・

義
務
教
育
終
了
者
が
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
に
支
度
金
を
支
給
し
ま
す

平
成
19
年
４
月
に
小
中
学
校
へ
入
進

学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、

県
よ
り
支
度
金
と
し
て
、
児
童
一
人
に

つ
き
、
１
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
よ
り
同
様
に
１
万
円
、
義

務
教
育
終
了
者
に
は
２
万
円
を
支
給
し

ま
す
。（
但
し
、
所
得
制
限
等
あ
り
）

対
象
と
思
わ
れ
る
人
は
、
問
い
合
わ

せ
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

１
月
31
日
（
水
）
期
限
厳
守

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

下
水
道
か
ら

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
は
指
定

工
事
店
が
行
い
ま
す

公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
た
区

域
の
み
な
さ
ん
に
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
汚
水
を
公
共
下
水
道
に
流
す
た

め
の
宅
地
内
排
水
設
備
工
事
を
私
費
で

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
工
事
は
、
台
所
や
水
洗
便
所
・

風
呂
場
な
ど
の
排
水
を
公
共
汚
水
ま
す

に
接
続
す
る
も
の
で
、
市
が
指
定
し
た

指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

工
事
の
依
頼
は
、
直
接
指
定
工
事
店

に
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。
契
約
に
あ

た
っ
て
は
、
見
積
書
を
数
社
取
っ
て
指

定
工
事
店
と
十
分
協
議
し
、
納
得
し
て

か
ら
施
工
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。下

水
道
使
用
料
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
水
利
用
の

場
合
は
上
水
道
の
使
用
水
量
に
応
じ
て
、

水
道
料
金
と
一
緒
に
２
か
月
に
一
度
請

求
し
ま
す
。

※
敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
水

道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か
ら
の

請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
別
々

の
お
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
敷
島
地
区
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
が
、
市

外
に
転
出
ま
た
は
市
内
に
転
居
す
る
際

は
、
お
手
数
で
も
次
の
手
順
に
よ
っ
て

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
連
絡

に
よ
っ
て
甲
府
市
水
道
料
、
甲
斐
市
下

水
道
使
用
料
を
精
算
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

①
連
絡
事
項
　
氏
名
、
転
出
日
、
転
出

先
、
電
話
番
号

②
甲
府
市
水
道
局
に
連
絡

（
２
２
８
）
３
３
１
１

③
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡

（
２
７
８
）
１
６
７
０

水
道
局
か
ら

水
道
局
で
維
持
管
理
を
し
て
い
る
施

設
に
は
、
水
源
（
井
戸
）、
水
を
送
る
送

水
管
、
水
を
貯
め
る
配
水
池
、
水
を
配

る
配
水
ポ
ン
プ
、
配
水
管
、
み
な
さ
ん

の
家
庭
や
職
場
へ
の
給
水
管
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
の
う
ち
、
ど
れ
か
一

つ
が
故
障
し
て
も
、
水
道
が
正
常
に
使

え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

落
雷
や
停
電
が
あ
る
と
、
水
源
、
配

水
池
の
ポ
ン
プ
や
機
械
が
壊
れ
て
、
広

い
区
域
に
水
が
送
れ
な
く
な
り
ま
す
。

送
水
管
、
配
水
管
に
穴
が
あ
い
た
り
、

割
れ
た
り
す
る
漏
水
事
故
が
あ
っ
た
と

き
も
同
様
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
の
時
は
、
ま
ず
断
水

の
区
域
が
一
番
狭
く
な
る
よ
う
に
し
な

が
ら
、
速
や
か
に
修
繕
工
事
を
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
へ
の
給
水

管
の
故
障
な
ど
の
場
合
は
、
故
障
箇
所

の
特
定
や
応
急
的
な
水
の
止
め
方
、
修

理
業
者
へ
の
連
絡
調
整
な
ど
を
し
ま
す
。

故
障
は
小
さ
な
う
ち
に
発
見
し
、
修

理
す
る
と
、
被
害
も
修
繕
費
用
も
少
な

く
て
済
み
ま
す
。
普
段
、
水
が
な
い
と

こ
ろ
か
ら
水
が
流
れ
て
い
る
と
か
、
水

の
出
方
が
変
だ
と
か
気
づ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
工
務
課
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
…

・
翌
朝
冷
え
込
み
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

寝
る
前
に
じ
ゃ
口
の
水
を
箸
の
太
さ

く
ら
い
に
出
し
て
凍
結
防
止
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

・
給
水
管
や
じ
ゃ
口
に
は
、
布
切
れ
や

毛
布
、
あ
る
い
は
専
用
の
保
温
材
を

巻
き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

初日の出を
ドラゴンパーク展望塔で

元旦特別開館
１月１日（月）

午前６時30分～午前８時
■問い合わせは…
赤坂台総合公園管理事務所
055（276）2161

緑化推進課（竜王庁舎２階）
055（278）1671
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ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
隙
間
な
く
巻
い
て

く
だ
さ
い
。

・
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
、

布
切
れ
な
ど
の
保
温
材
が
ぬ
れ
な
い

よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ

て
水
道
メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
よ
う

に
詰
め
て
く
だ
さ
い
。。

不
凍
栓
の
開
け
閉
め
に
つ
い
て

不
凍
栓
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
側

に
あ
る
も
の
で
、
丸
い
フ
タ
を
開
け
る

と
中
に
バ
ル
ブ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
バ

ル
ブ
を
左
に
回
す
と
開
き
、
右
に
回
す

と
閉
ま
り
ま
す
。
こ
の
時
、
必
ず
止
ま

る
ま
で
回
し
て
く
だ
さ
い
。
バ
ル
ブ
の

開
閉
が
中
途
半
端
で
す
と
漏
水
状
態
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な

お
止
め
た
後
は
、
蛇
口
を
少
し
開
け
た

状
態
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

水
道
局
工
務
課

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

水
道
メ
ー
タ
ー（
量
水
器
）取
り
替
え

水
道
局
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
一

定
の
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー

を
無
料
で
取
り
替
え
て
い
ま
す
。（
漏
水

等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
修
理
内
容
に
よ

っ
て
別
途
修
理
費
が
か
か
り
ま
す
）

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
水
道
局
の
委

託
業
者
が
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
伺

い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

取
り
替
え
対
象
区
域
と
期
間

（
竜
王
地
区
お
よ
び
双
葉
地
区
）

区
域

奇
数
月
検
針
地
区

期
間

１
月
上
旬
ま
で
（
２
回
目
）

区
域

偶
数
月
検
針
地
区

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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期
間

１
月
中
旬
〜
２
月
上
旬（
２
回
目
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
業
務
課

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
３

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

●
川
辺
町
団
地
２
０
４
号
（
３
Ｄ
Ｋ
）

（
甲
斐
市
島
上
条
94
番
地
１
）

●
泉
尻
団
地
２
０
１
号
、
３
０
３
号
（
３

Ｄ
Ｋ
）（
甲
斐
市
大
下
条
４
７
５
番
地
１
）

選
考

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
同
居
親
族
が
あ
る
希

望
者
を
優
先
し
ま
す
。

募
集
方
法

申
込
み
は
１
団
地
に
限
り

ま
す
。
両
方
へ
の
申
込
み
は
出
来
ま

せ
ん
。

※
申
込
用
紙
を
竜
王
庁
舎
（
建
設
課
）、

双
葉
庁
舎
・
敷
島
庁
舎
（
地
域
課
）
で
配

布
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
入
居
者
は
審
査
の
う
え

決
定
い
た
し
ま
す
が
、
該
当
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間

１
月
９
日
（
火
）
〜
16
日

（
火
）
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

抽
選
日（
予
定
）
１
月
24
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
（
川
辺
町
団
地
）

午
後
２
時
〜
（
泉
尻
団
地
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

子
育
て
ひ
ろ
ば

プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
食
堂
や
授
乳
コ
ー

ナ
ー
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
静
か
に
過
ご

せ
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
市
内
在

住
未
就
学
の
親
子
が
登
録
な
し
で
自
由

に
遊
べ
ま
す
。

「
ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば
」

（
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
）

開
催
日

毎
週
火
曜
、
水
曜
日

対
象
　
６
か
月
〜
１
歳
６
か
月

毎
週
金
曜
日
　

対
象
　
１
歳
６
か
月
〜
３
歳
児

時
間

10
時
30
分
〜
10
時
50
分

内
容

リ
ズ
ム
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、

わ
ら
べ
う
た
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
な
ど

※
20
日
（
土
）
も
ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば
を
開
催

し
ま
す
。（
１
歳
６
か
月
〜
３
歳
児
対
象
）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

楽
し
い
音
楽
や
歌
に
あ
わ
せ
て
体
を

動
か
し
、
元
気
に
遊
び
ま
し
ょ
う

講
師

窪
田
音
楽
教
室

窪
田
敏
子
さ
ん

日
時

１
月
19
日
（
金
）

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
児
対
象

時
間

10
時
30
分
〜
11
時

定
員

15
名
（
予
約
制
）
受
付
で
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

お
し
ゃ
べ
り
ぽ
け
っ
と〈
座
談
会
〉

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
で
子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
を
解

消
し
よ
う
。

日
時

１
月
31
日
（
水
）
11
時
〜

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
て
、
愛
育
会
会
員

に
よ
る
託
児
あ
り

※
受
付
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

子
育
て
相
談

保
育
園
や
児
童
館
の
情
報
、
育
児
相

談
な
ど
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
子
ど
も
を
遊

ば
せ
な
が
ら
相
談
で
き
ま
す
。
面
接
相

談
の
ほ
か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
専
用
電
話

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員
登
録

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
な
ど
育
児
の

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

「私の見た日本」
趙 氏（中国駐
日大使館一等
書記官兼領事）
講演会

主催　甲斐市議会
協力　甲斐市、市教育委員会、

市国際交流協会
日時　２月３日（土）

開演　午後２時
場所　竜王図書館視聴覚室

趙 （Zhao Huiチョウカイ）氏
中華人民共和国駐日大使館一等書記官
兼領事。18年前、四川省人民対外友好
協会在籍時、山梨大学国文科に留学。
本市と都江堰市との友好都市促進に尽
力し、旧竜王町では中国語講座講師と
してもご協力いただいた。
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お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
育
児
の
援

助
活
動
を
地
域
に
お
い
て
会
員
間
で
行

う
組
織
で
す
。

〈
援
助
の
主
な
内
容
〉
・
保
育
施
設
、
学

童
の
送
迎
・
行
事
参
加
の
た
め
の
預

か
り
・
仕
事
を
休
め
な
い
時
の
預
か

り
な
ど

依
頼
会
員
・
市
内
在
住
、
生
後
３
か
月

の
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
が

い
る
人

協
力
会
員
・
市
内
在
住
、
有
資
格
者
ま

た
は
講
習
会
に
参
加
で
き
る
人
で
理

解
と
熱
意
の
あ
る
人
（
自
宅
で
の
預
か

り
ま
た
は
送
迎
の
で
き
る
人
）

利
用
料
金（
１
時
間
）

通
常
預
か
り

平
日
　
午
前
７
時
〜

午
後
７
時
　
１
時
間
７
０
０
円

特
別
預
か
り

土
、
日
、
祝
日
･
早
朝
深
夜
･
軽
度

の
病
気
　
１
時
間
　
８
０
０
円

＊
１
回
の
依
頼
に
つ
き
１
時
間
あ
た
り

２
０
０
円
の
助
成
（
１
回
の
助
成
対
象
は

３
時
間
ま
で
）

子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
人
・
預

か
っ
て
く
れ
る
人
の
登
録
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

狩
猟
期
間
の
延
長

増
え
す
ぎ
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ

シ
を
減
ら
し
、
農
林
業
や
森
林
へ
の
被

害
を
無
く
す
た
め
、
山
梨
県
で
は
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
に
限
り
、
２
月

15
日
（
木
）
ま
で
の
狩
猟
期
間
を
１
か
月

間
延
長
し
、
３
月
15
日
（
木
）
ま
で
と
し

ま
す
。

期
間
中
に
、
農
林
作
業
に
従
事
す
る

人
や
山
野
散
策
を
す
る
人
、
渓
流
釣
り

を
す
る
人
な
ど
は
、
十
分
注
意
す
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
区
域

山
梨
県
全
域

※
鳥
獣
保
護
区
、
休
猟
区
に
つ
い
て
は

狩
猟
が
で
き
な
い
こ
と
は
従
来
ど
お
り

で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
ね
が
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
森
林
環
境
部
み
ど
り
自
然
課

自
然
環
境
担
当
　

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.jp/barri
er/htm

l/m
idori/index.htm

l
０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
２
０

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

平
成
19
年
成
人
式

今
年
の
成
人
式
は
次
の
日
程
で
す
。

日
時

１
月
７
日
（
日
）

受
付

午
前
９
時
か
ら

式
典
　
午
前
10
時
か
ら

場
所

昭
和
町
「
ア
ピ
オ
」

対
象

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
62
年
４
月
１
日

成
人
式
会
場
で
の
託
児
サ
ポ
ー
ト

成
人
式
会
場
で
、
託
児
サ
ポ
ー
ト
が

利
用
で
き
ま
す
。
託
児
利
用
お
よ
び
授

乳
等
で
席
を
は
ず
さ
れ
る
女
性
に
つ
い

て
は
、
当
日
受
付
で
申
し
付
け
く
だ
さ

い
。

※
着
物
着
付
け
直
し
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

消
費
者
講
座

テ
ー
マ

防
災
の
心
構
え

内
容

東
海
地
震
、
南
関
東
地
域
直
下

の
地
震
や
富
士
山
の
噴
火
等
に
関
す
る

防
災
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、
何
を

備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

を
学
ぶ
。

日
時

１
月
19
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

双
葉
公
民
館

講
師

山
梨
県
消
防
防
災
課
職
員

定
員

40
人

申
込
受
付

１
月
９
日
（
月
）
〜
１
月
18
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

日
本
語
教
室
の
お
知
ら
せ

対
象

外
国
人

開
催
日

１
月
21
日
、
２
月
４
日
・
18

日
、
３
月
４
日
・
18
日
の
日
曜
日

時
間

午
後
２
時
か
ら
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

受
講
費

無
料

受
付

１
月
21
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

竜
王
北
部
公
民
館
で
受
付
を
し
ま
す
。

そ
の
他

日
本
人
サ
ポ
ー
タ
ー
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お

手
伝
い
し
て
く
れ
る
人
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
国
際
交
流
協
会
外
国
語
委
員
会

（
㈱
中
村
建
設
内
）

０
５
５
（
２
７
６
）
３
５
５
９

親
子
の
遊
び
教
室

対
象

乳
幼
児
と
そ
の
家
族

日
時

１
月
25
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
１
階
和
室

内
容

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
親
子
体
操
・

絵
本
の
紹
介
・
助
産
師
の
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
・
お
し
ゃ
べ
り
タ

イ
ム
な
ど

講
師

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
「
げ
ん
き
甲
斐
」

参
加
料

無
料

定
員

30
組
（
完
全
予
約
制
）

受
付

１
月
９
日
（
火
）
午
前
９
時
〜

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
方
法

電
話
・
窓
口
直
接

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

子
育
て
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
レ
ッ
ス
ン
」

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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日
時

１
月
26
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
会
議
室

応
募
人
数

15
人
（
保
育
園
、
幼
稚
園
入

園
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ
ん

対
象
）（
託
児
サ
ポ
ー
ト
有
り
）

講
師

丸
山
美
保
氏

参
加
料

１
、
０
０
０
円

持
ち
物

子
ど
も
用
飲
み
物
等
（
託
児
利

用
の
人
の
み
）

受
付
期
間

１
月
15
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
受
付
開
始

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

大
根
料
理
教
室

市
双
葉
自
立
経
営
農
業
振
興
会
で
は
、

地
元
女
性
農
業
者
の
指
導
の
も
と
、
簡

単
で
美
味
し
い
大
根
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

１
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時

場
所

双
葉
農
の
駅
加
工
所

参
加
資
格

甲
斐
市
在
住
者
・
在
勤
者

募
集
定
員

10
名

申
込
期
日

１
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
で
申
込
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

福
祉
マ
ッ
プ
講
演
会
開
催

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者
や

障
害
者
が
日
常
生
活
を
送
る
上
で
役
立

つ
福
祉
マ
ッ
プ
作
り
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
住
民
そ
れ
ぞ
れ
の
助
け
合
い

精
神
が
地
域
へ
と
広
げ
る
き
っ
か
け
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時

２
月
６
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

講
師

木
原
孝
久
氏

参
加

自
由

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

日
帰
り
ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

主
催

市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

日
程

２
月
24
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

※
午
後
は
自
由
滑
走

場
所

長
野
県
青
木
湖
ス
キ
ー
場

集
合

敷
島
総
合
文
化
会
館
に
午
前
６

時
集
合

参
加
費
用

大
人
（
中
学
生
以
上
）
４
、
０
０
０
円
　

小
学
生
　
３
、
５
０
０
円

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●ホール舞台吊物設備修繕工事
１月４日（木）～１月26日（金）
※この期間のホールの貸し出しはできません。その
他の施設は貸し出し可能です。

●平成19年ＮＨＫ大河ドラマ「風林火山」
山梨ロケ写真パネル展
１月10日（水）～１月23日（水）
エントランスロビーにて

●「第２回甲斐市ふれあい新春カラオケ大会」
日　時 １月28日（日） 午後１時開演　入場無料
主　催 甲斐市ふれあい新春カラオケ大会実行委員会
カラオケ自慢の甲斐市の人々が自慢の歌声を競いま
す。みなさんのご来場と温かいご声援をお待ちしてい
ます。※出場者の応募は締め切りました。

●「第４回グローバル・コンサートｉｎ山梨」
音楽を学んでいる人たちとプロとして活躍している
演奏家が共演します。第１部は、ピアノ・ソロを中心
としたジョイント・コンサートを、第２部は、徳江陽
子ピアノ・コンサートを行います。
日　時 ２月３日（土）午後１時開演

入場無料（要整理券）
主　催 アイ・ピー・エフ・ジャパン・ヤマナシ
後　援 甲斐市教育委員会

●「ＫＡＩふれあいステージ2007」出演者募集
ふれあい文化館では甲斐市に在住のアーティストを
支援・サポートするためにホールの舞台を開放し、ふ
れあいステージを開催します。
プロ、アマ問いません。ご応募お待ちしております。
日　時 ２月25日（日）午前９時30分開演予定
応募資格 甲斐市に在住する小学生以上の人および甲斐

市の団体（小・中学生及び高校生は保護者の
同意が必要です）

応募種目 ジャンルは問いませんが内容については、簡
単な審査をします。

募集組数 20人（組）（応募者が多数の場合は抽選で決定
します）

出演時間 １人（組）につき、準備から片付けまで15分
以内とします。

応募方法 市内各公民館およびふれあい文化館事務室に
設置してある応募用紙に必要事項を記入の
上、ふれあい文化館まで持参または郵送（締
切日当日消印有効）してください。
受付時間は午前９時～午後５時まで

募集期間 １月10日（水）まで
その他 入場無料、参加料も無料です。
■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール

事務室　 0551（20）3660
〒407－0105 甲斐市下今井230
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※
リ
フ
ト
券
、
貸
し
ス
キ
ー
代
は
個
人

負
担
と
な
り
ま
す
。

参
加
資
格

市
内
在
住
者
（
中
学
生
以

下
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
同
伴
）

募
集
定
員

80
名
（
先
着
順
）

受
付
開
始

１
月
16
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
電
話
で
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

市
民
農
園
利
用
者
の
募
集

市
民
農
園
日
帰
り
型
25
区
画
の
募
集

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

申
込
期
間

１
月
10
日
（
水
）
〜

１
月
31
日
（
水
）

※
問
い
合
わ
せ
を
さ
れ
た
人
に
、
申
込

書
を
郵
送
し
ま
す
。

決
定
通
知

２
月
20
日
ま
で
に
合
否
の

通
知
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

利
用
契
約
書
の
提
出

３
月
10
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
希
望
者
が
多
数
の
場
合
、
抽
選

で
決
定
い
た
し
ま
す
。

募
集
区
画

市
民
農
園
（
日
帰
り
型
）
25
区
画

１
区
画
約
40
平
方
メ
ー
ト
ル
、
共
同
駐

車
場
・
使
用
水
道
施
設
あ
り
、
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
内
ト
イ
レ
利
用
可

所
在
地

甲
斐
市
牛
句
３
２
９
４
番
地

利
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
20
年
３

月
31
日
（
１
年
ご
と
に
契
約
更
新
）

使
用
料

年
額
　
８
、
０
０
０
円
（
水
道

料
込
み
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

教
育
相
談
専
用
電
話（
心
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
）
の
開
設

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
度
教
育
相

談
専
用
の
電
話
（
心
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

を
開
設
し
、
児
童
生
徒
・
保
護
者
か
ら

直
接
お
話
を
伺
え
る
よ
う
に
い
た
し
ま

し
た
。
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

悩
み
続
け
ず
に
す
ぐ
に
電
話
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
応

対
し
ま
す
。

相
談
内
容

不
登
校
、
い
じ
め
、
問
題

行
動
、
進
路
、
家
庭
教
育
な
ど

相
談
時
間

月
〜
金
　
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

担
当
者

青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

そ
の
他

面
談
に
よ
る
教
育
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。

教
育
相
談
専
用
電
話

０
５
５
１（
２
８
）６
３
８
１

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

登
記
（
相
続
、
売
買
）
・
成
年
後
見
・

裁
判
事
務
な
ど
司
法
書
士
業
務
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
内
容

は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時

１
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

12
人
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時

間
は
30
分
以
内
と
な
り
ま
す
）

担
当

山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
所
属
司
法
書
士

申
込
受
付

１
月
16
日
（
火
）
午
後
５

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

貸
出
教
材

16
ミ
リ
映
写
機
・
16
ミ
リ
フ

ィ
ル
ム
・
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
ビ

デ
オ
フ
ィ
ル
ム
・
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・
ス
ク

リ
ー
ン
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ

プ
レ
ー
ヤ
ー
　
他

利
用
資
格

甲
府
市
・
甲
斐
市
・
中
央

市
・
昭
和
町
に
お
け
る
学
校
教
育
・
社
会

教
育
・
そ
の
他
の
機
関
お
よ
び
団
体
※
営

利
目
的
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

使
用
料

無
料
　

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
（
伊
勢
３
ー

８
ー
23
）

０
５
５
（
２
２
２
）

１
１
９
０

甲
府
文
芸
講
座

テ
ー
マ
「
魚
の
き
た
道
・
中
道
往
還
」

日
時

１
月
13
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

講
師
・
演
題

奈
麻
余
美
文
庫
主
宰
　
植
松
光
宏

「
山
崎
方
代
の
世
界
」

富
士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

学
芸
員
　
堀
内
真

「
左
右
口
の
民
俗
」

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
市
文
化
振
興
課

０
５
５
（
２
２
３
）
７
３
２
４

文化協会講演会
甲斐市文化協会では
市民文化事業の一環
として、エッセイス
トの海老名香葉子
さんをお迎えし、
文化講演会を開催
します。

日時　２月10日（土）
午後１時30分開場
午後２時開演

会場　敷島総合文化会館大ホール
演題
「～温かな響きをつたえたい～

お家に帰えろ、お家へ帰えろう」
入場料　無料
※申込は不要です。

■問い合わせは…
甲斐市教育委員会生涯学習文化課
0551（20）3658

28
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29

時
20
分
〜
５
時
30
分
ま
で
電
話
受
付

（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
翌
日
の
業

務
時
間
内
で
受
付
）

■
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

無
料
法
律
相
談
は
次
の
会
場
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
電
話
に
よ
る

予
約
制
で
す
。

●
山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
法
律
事

務
所
（
甲
府
市
酒
折
２
ー
４
ー
５
）

０
５
５
（
２
２
４
）
１
９
４
０

開
催
日

水
曜
日
（
毎
週
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

木
曜
日
（
毎
週
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

金
曜
日
（
毎
週
）

午
後
３
時
〜
５
時

土
曜
日
（
第
４
の
み
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
　

●
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
丸
の
内

１
ー
８
ー
５
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
）

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
６
６

開
催
日

毎
月
５
回

午
後
１
時
〜
４
時

●
法
テ
ラ
ス（
資
力
の
乏
し
い
人
に
限
ら

れ
ま
す
）（
甲
府
市
中
央
１
ー
12
ー
37

イ
リ
ッ
ク
ス
ビ
ル
）

０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
４
１
１

開
催
日

毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

●
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
甲
府
市
北
新
１
ー
２
ー
12
）

０
５
５
（
２
５
４
）
０
１
１
０

開
催
日

毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日
時

１
月
17
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

相
談
内
容

遺
言
・
相
続
、
営
業
許
認

可
申
請
、
農
地
転
用
、
建
設
業
許
可

申
請
、
会
社
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
、
帰

化
・
在
留
許
可
申
請
、
著
作
権
な
ど

相
談
員

山
梨
県
行
政
書
士
会
甲
府
北

支
部
会
員

■
問
い
合
わ
せ
は
…
山
梨
県
行
政
書
士
会

０
５
５
（
２
３
７
）
２
６
０
１

警察署再編整備
県警察では、４月１日に、警察署の再編整備を実施します。
１　警察署の管轄区域の変更
１つの自治体を複数の警察署が管轄している状態について、同一

警察署の管轄とします。甲斐市については、韮崎警察署の管轄とな
ります。
２　警察署の統廃合
県内15警察署を12警察署とします。

３　分庁舎の設置
韮崎警察署については、甲斐市内に「韮崎警察署甲斐分庁舎」を

設置します。各分庁舎には、交通課および地域課を配置するととも
に、窓口担当者を置き、銃砲関係等の特殊なものを除いて、警察署
とほぼ同様の許認可事務を取り扱います。
４　警察署の名称変更
長坂警察署については、名称を「北杜警察署」に変更し、その他

の11警察署の名称は現状どおりです。

スリップ事故の防止について
冬期は、積雪などによるスリップ事故が多発します。
積雪のない場合でも橋や山の陰、トンネルの出口などの日陰では、
雪解け水や霜による凍結から大変危険な状態になっている所もあり
ます。
スリップを事故防止するためには
○タイヤチェーンを携行し、装着を早めにする。 ○路面凍結が予
測される場所の手前では十分に減速する。 ○急ハンドル、急ブレ
ーキは絶対にしない。 ○前を走る車の行動を予測する。 ○車間
距離を十分に取る。 ○道路標識や情報板に注意し交通規制を守る。
などが大切です。
また、発進時にはセカンドギアでゆっくり発進し、駆動輪の急激

な回転を避けるように心がけましょう。
新しい年を、交通事故に気を付けて明るく、楽しくスタートしま

しょう。

冬山登山を安全に
冬山登山は、積雪やアイスバーン、吹雪・突風対策など夏山とは

比較にならないほど、高度な技術や気力・体力を必要とします。
安全な登山を行うため、次のことに注意してください。
１　単独登山はやめましょう。経験豊富なリーダーを中心にパーテ
ィーを組み、余裕のある計画のもとに行動してください。
２　登山計画は、文字通り「計画」です。全てが予定どおり行くと
考えるより、「何か必ずアクシデントが起こるものだ。」と想定すれ
ば、気持ちに余裕がでます。
３　登山前に学校、勤務先、警察等へ登山計画書を提出するととも
に、家族にも登山内容を具体的に知らせておいてください。
４　登山は「自己責任」と「自力救助」の意識を持ち、ルールを守
った登山を行ってください。



せん定枝粉砕処理
家庭等において伐採されたせん

定枝を粉砕処理します。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程
１月は次の日をお休みとさせてい

ただきます。
毎週金曜日、祝日（８日）
◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入口）
日程
１月は次の日をお休みとさせていただきます。
毎週月・水・木・土曜日

受入時間 午前９時～正午、午後１時～午後４時
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下の

ものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。

※葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の付
いた物、および草・竹等は受入しませんので注意
してください。
※営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限り
無料で差し上げています。せん定枝受け入れ時間
中であれば、いつでも取りに来ていただいて結構
です。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参し

て、係員の指示に従ってください。

年始のごみ収集について
処理施設の年末年始休業によ

り、年始の一般ごみ収集は１月4
日（木）から開始になりますが、各
地区のごみ収集日程表（カレンダ
ー）を確認の上、出してください。
なお、休み期間中に収集場所へごみ

を出したままにしないようお願いします。
また、敷島地区資源リサイクルステーションも

１月４日（木）、午前８時30分から開始になります。

■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

敷島地区河川清掃お疲れ様でした
12月３日（日）に行われた敷島地区河川清掃

（睦沢、清川、吉沢地区を除く）にご協力いただ

きありがとうございました。

11月30日（木）、市民29名が、東京都多摩市
にある多摩ニュータウン環境組合・多摩清掃工
場へ、ごみ処理の工程を見学・学習する環境ツ
アーに行ってきました。
このツアーは、みなさんに環境問題へ高い関

心を持っていただくことを目的に行いました。

多摩ニュータウン環境組合では、ごみの焼却
により発生する余熱を活用し、蒸気タービン発
電機で発電した電力を工場内で使用するほか、
余った電力は売電し、隣接する他施設や湯水プ
ールへ熱供給を行うなど、循環型社会へ向けた
取り組みを行っていました。
また、多摩清掃工場内にはリサイクルセンタ

ーが併設されており、実際に粗大ごみとして排
出された家具などを再生・修理・展示している
ところを見学しました。

甲斐市では、これまでも広報誌などを通じて
ごみの減量化、資源化を呼びかけてきました。
ペットボトル（Ｈ18年５月号）、プラスチック製
容器包装品（Ｈ18年７月号）、ガラスびん（Ｈ18
年10月号）のリサイクルなど。

捨てればごみ、生かせば資源
もったいないから再生資源にしよう

みなさんも、もう一度「もったいない」の意識
で、ごみのリサイクル考えてみませんか。

ごみのリサイクルについて
学んできました

30
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●母と子の栄養教室
子どもの頃から正しい食

習慣を身につけることは大
切です。親子で料理をしな
がら食事の大切さを考えて
みましょう。なお、３月に
も予定しています。
対象者　小学生の親子

●糖尿病教室
糖尿病について正しい知識を持ち、自分の生活

を振り返りながら生活習慣の改善ができるよう全
６課を開催します。
対象者 糖尿病、高血糖の人およびその家族
日　時 １月30日（火）午後１時～４時
場　所 敷島保健福祉センター
内　容 第１課：糖尿病とその治療について

第２課～６課では食事療法や運動療法につ
いて実習をふまえて行なっていきます。

講　師 神田内科医院　神田昌道医師
持ち物 健康診断の結果
申込方法 １月12日（金）から１月22日（月）まで

電話で受付。定員（40名）になり次第終了。

■申し込み・問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎1階） 055（277）4735

●個別運動指導の実施について
①運動プログラム作成
日常生活での健康づくりに役立つ効果的な運動を
行うための健康運動指導士による指導を行います。
運動器具等を使って安全で適切な指導をします。
日　時 1 月16・30日（火）午後４時～５時
場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室

費　用 無料　ただし施設利用料（１回100円）必要。
持ち物 運動靴/運動のできる服装

予約制につき、希望日をご連絡ください。
②水中ウォーキング
集団で行なう水中ウォーキング教室を、受講でき
ない次の人を対象に個別運動指導を行います。
指導は予約制。
場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール
対象者 市内在住者で次の人

・病院などに通っていて、運動を勧められ
るが長時間運動できない人

・体力、高齢、疾病などで、集団指導を受
けるのが困難な人

※安全のため、かかりつけ医師の診断書(費用
の補助はありません)が必要な場合もありま
す。聞き取りの上、予約制になります。

■申し込み・問い合わせは…　
敷島保健福祉センターに直接(月曜日休館)
055（277）7311

●運動教室
生活習慣病予防のため、ご自身の生活改善をした
いと思っている人を対象に運動教室を実施します。
対象者 高血圧、肥満、糖尿病、高脂血症など何ら

かの異常があり運動の必要な人
各健康教室終了者（糖尿病教室、ヘルシー
教室等）で引き続き食事、運動等の相談を
希望される人

内　容 軽運動・健康相談
日　時 １月10日（水）午後１時30分～３時
場　所 敷島保健福祉センター
※運動のできる服装でお出かけください。
■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●脳のいきいき教室
市内4か所に在宅介護支援センターを委託し、市と共催で認知症予防のための講座を開催します。

●介護予防講座
市内4か所に在宅介護支援センターを委託し、市と共催で介護予防のための講座を開催します。

●いきいき健康教室

開催日時　

1月6日（土）9:20～

1月28日（日）9:20～

開催場所

竜王保健福祉センター　

竜王北部公民館

テ　ー　マ　・　講　　師 日　　　　時 場　　　所 対象者
楽しくリズムに合わせて健康づくり
日本３Ｂ体操協会公認指導者　山田　富士枝 １月11日（木）正午～午後０時30分 百楽泉 多目的ホール

興味関心の
ある人
どなたでも

食生活・栄養について　佐野栄養士 １月31日（水）午後１時～1時30分 志麻の湯 ことぶきセンター

楽しくリズムに合わせて健康づくり
日本３Ｂ体操協会公認指導者　山田　富士枝 １月19日（金）午後１時～1時30分 志麻の湯 ことぶきセンター

お口の健康講座
山梨歯科衛生士会監事　牛山　京子 １月25日（木）午前11時30分～正午 百楽泉 研修室

テーマ・講師 日　　時 場　　所 問い合わせ（委託先）
～そなえあれば、うれいなし～
めぐみ荘　　　　　看護師　丸山　純子
めぐみ荘在宅介護支援センター職員

音楽療法～音楽と心～
ミュージックラボ やまなし

音楽療法士　青柳　伸二

１月13日（土）
午後１時30分～３時

竜王新町３区４区公会堂
竜王新町1409-4

めぐみ荘在宅介護支援センター
055(278）0881

１月23日（火）
午前10時～
11時30分～

竜王南部公民館
西八幡1976-1

竜王在宅介護支援センター
(竜王保健福祉センター内)
055(279）1113

対象者

興味関心
のある人

興味関心
のある人

テーマ・講師 日　　時 場　　所 問い合わせ（委託先）

～骨折と転倒予防について～
社会保険鰍沢病院　中島　育昌　院長

１月20日（土）
午後１時30分～

「ひかりの里」
デイサービスホール
宇津谷1103

「ひかりの里」
双葉在宅介護支援センター
0551(28）5545

対象者

介護を行なってい
る人および介護に
関心のある人
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●麻しん、風しんの予防接種および経過措置について
麻しん（はしか）と風しん対策をより一層強化するため、4月より麻しん・風
しん予防接種が混合ワクチンとなり、接種回数も２回接種となりました。対象
年齢については、第１期（１回目）12か月から24か月未満の人、第２期（２回目）
５歳以上７歳未満で就学１年前から就学前日までの人（いわゆる年長児）です。
なお、６月より再度一部改正があり麻しん・風しん単独予防接種についても
定期予防接種と定められました。対象年齢内の人でどちらか片方のみ接種している人、またはどちらか片方の病気
にかかってしまった人はそれぞれ単独の予防接種を受けることができます。
＜３月31日までの経過措置＞
対象年齢外（２歳以上７歳６か月未満の人で第２期の対象とならない人）の内、麻しんおよび風しんともに未接
種の人、どちらか片方のみ接種（または病気にかかった）の人について３月31日までの間、経過措置を行い公費負
担で接種できます。対象となる人は医師と相談の上、接種を行ってください。接種方法等不明な点は問い合わせ先
までご連絡ください。

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●第２期二種混合予防接種について
第２期二種混合予防接種は、乳幼児期に第１期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第２期として二種
混合予防接種を行なうことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了していない場合は、今回
の接種を受けても効果が期待できないことがありますので、問い合わせ先までご相談ください。
対 象 小学６年生（なお、13歳未満の人でまだ接種を行なっていない人についても接種可能です）
持ち物 母子健康手帳、保険証 接種医療機関 甲斐市内指定医療機関
接種方法 １週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口に設置されています。

なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。

●高齢者等インフルエンザ予防接種
対 象 １）市内に住所を有する65歳以上の人　２）市内に住所を有する60歳～64歳の人であって、心臓・腎

臓・呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障害を有する人
接種期間 １月31日まで 接種医療機関 市内指定医療機関
自己負担 1,000円 持ち物 保険証、または老人医療受給者証
接種方法 希望する指定医療機関に予約をし、接種を行なってください。予診票は各指定医療機関の窓口に設置さ

れています。なお市外医療機関を希望の人は、料金等下記までお問い合わせください。

●予防接種指定医療機関

●乳幼児予防接種について
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●乳幼児健診
受 付 時 間 午後１時30分～２時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３歳

児健診のみ）、歯ブラシ（11か月、1.6歳、２歳、３歳　※普段使用して
いるもの）

◎午前中の受付は致しません。
※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午前９時～11時）：1月17日（水）竜王保健福祉センター

：1月22日（月）敷島保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情報交換ができる教室です。
受　付 午後1時15分～1時30分

（教室 午後1時30分～4時頃）
持参するもの 母子健康手帳、離乳食
用スプーン、水分補給が必要な人は、麦茶等を持参してください。
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササイ

ズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第１歩です。そして、出産後のシェイプア
ップへとつながります。
◎午前9時30分までに受付を済ませてください。

申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持 ち 物 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等を持参してくだ

さい。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行なっています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。
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